





The approach of recreational activities at the local community
in expectation of effects by using music therapy











































































































































































































































































































































































































































































































































その他：音楽を聴くし、歌もうたっている        その他：あまり聴かない 
 
尚、「また参加してみたいか」という問いには、7月と11月いずれも全員が「参加したい」と回答
した。 
その他
新しい知識を得た
介護
認知症予防になる
普段できない事ができ
疲れた
会話が弾んだ
難しかっ
リラックスでき
身体や健康に良いと感じ
楽しかった
内容について（7月）
その他
新しい知識を得た
介護
認知症予防になる
普段できない事ができ
疲れた
会話が弾んだ
難しかっ
リラックスできた
身体や健康に良い
楽しかった
内容について（11月）
その他
音楽に合わせて身体を動かす
一緒に手拍子や演奏をする
お話しや会話
演奏や音色を聴く
歌いながらの手あそび
歌をうたう
身体ほぐしや発声準備
印象に残ったレクリエーション（7月)
その他
音楽と身体運動
手拍子 演奏
お話し 会話
演奏や音色
歌と手あそび
歌をうたう
身体ほぐし発声
印象に残ったレクリエーション（11月）
音楽を聴
いている
67%
音楽を聴
かない
22%
音楽は聴
くが、体
を動かさ
ない
0%
その他
11%
日常における音楽の活用（7月）
音楽を聴
いている
62%
音楽を聴
かない
12%
音楽は聴
くが、体
を動かさ
ない
13%
その他
13%
日常における音楽の活用（11月）
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（表４）
７月に行ったアンケートでの自由記述欄の回答 11月に行ったアンケートでの自由記述欄の回答
・とても楽しい時間でした。これからも楽しみ
に待っています！よろしくお願いします。もう
少し時間が欲しいです。
・定期的に開催してほしい。
・若い学生さんは、もっと元気を出してもよ
かったです。
・若い人の歌声は非常にきれい。
・楽しみました！！！
・自分は歌が好きなので、とても良かったで
す。
・たまにこういう音を聴くのは大変良かったで
す。
・学生皆さん非常にかわいい、そして楽しい。
・楽しかったです。
・学生さんが輝いていてとても良かったです。
将来に期待しています。
・とても良かったです。特に若い方と一緒に歌
うのは心が和みます。
・毎回すごく楽しく過ごした。又、来てほし
い。
・学生さん達がとても明るくていっぱい元気も
らえました。
・時間も丁度よく、大変楽しかった。
　これらのアンケートの結果から、参加者は男性よりも女性が多く、70代が多いことが分かった。町
内からの依頼ということもあり、参加のきっかけとしては「町内の回覧や呼びかけ」が最も多く、次
に「友人や知人の誘い」、「家族から聞いた」という結果となった。内容については、「楽しかっ
た」と回答した方が最も多く、「難しかった」、「疲れた」と答えた方はいなかった。印象に残った
レクリエーションについては、参加した方それぞれで印象に残ったレクリエーションは異なり、「お
話や会話」と回答した参加者はいずれも最も少ない結果となった。日常における音楽の活用について
は、半数以上が音楽を日常的に聴いていると回答した。音楽を聴かない、あまり聴かないと答えた方
は全体の１,２割程度であった。また参加してみたいかとの回答には、全員が「参加したい」と回答
している。
　以上の結果から、町内での催しには回覧板による情報の提供と共に、友人・知人・家族など、周り
にいる方による呼びかけが効果的であり、今後は男性も気軽に参加できるような工夫が必要であると
感じた。内容については、音楽によるコミュニケーションは互いにとれていたが、学生との会話によ
るコミュニケーションは少なかったと感じた方が多く、自由記述で「もっと元気を出しても」と回答
した方がいたように、会話を盛り上げるために共通の話題を調べることや、分からない事はそれ自体
を話題としてコミュニケーションをとるなどの積極性や、経験を積むことによる「場慣れ」も必要だ
と考える。
　今回のアンケートの結果から、日常的に音楽を聴かない方達にも興味をもって参加していただき、
「また参加したい」との回答を得たことから、今後も音楽レクリエーションを継続することによっ
て、音楽の楽しさを通した学生とのコミュニケーションや健康促進に繋げることができるのではない
かと期待する。
Ⅲ．成果
　平成30年１月11日に、学内において１年間の活動内容の振り返りとしてサークルメンバーによる活
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動報告が行われた。音楽レクリエーションの効果については、「参加者を笑顔にさせる」「初対面の
人でも一緒に楽しむ事ができる」「楽しさから感情が豊かになり表出を促す」「幅広い年齢で交流で
きる」「昔のことを思い出して心が若返る、感動で涙する」「楽しく介護予防に繋げる事が出来る」
「外の社会との関わりを促進させる」「地域活性化に繋がる」といった報告があった。また、サーク
ルを結成した当初、音楽が不得意で不安を抱いていた男子学生も、実践を通して自分自身も参加者と
楽しみながら音あそびを提供できたことや、ピアノ伴奏を担当していた学生からは、昭和の歌謡曲を
練習していたことで、施設実習中に利用者と歌の話で自然に会話が弾んだことなどが経験談として述
べられた。
　レクリエーションの実施中は、支援者が学生ということもあり、年長者として参加者が積極的に学
生を盛り上げる場面も見られ、学生にとっては現場での実践的な学びを獲得できる場として、また参
加者にとっては若い世代とふれあいながら音楽を通して楽しさやコミュニケーションを得る機会とな
り、地域の大学の学生達と地元の高齢者が交流し、互いに支え合う良い循環が生まれていたように感
じた。提供した音楽レクリエーションは、自宅や施設において気軽に継続できるものもあり、今後更
にサークル活動の場が広がることで、地域全体の認知症予防や健康維持に繋がればと期待している。
これらの取り組みは、日本レクリエーション協会が発行する雑誌「Recrew（レクルー）」10月号に
も掲載され、青森から全国へ、学生による音楽レクリエーションが地域へ働きかける一つの実践事例
として発信された。
　専攻科福祉専攻で介護福祉士を目指す学生達が立ち上げた本サークルだが、２年目からは幼児保育
学科の学生もサークルメンバーに加わり、学生達の希望から保育施設での音楽レクリエーションの実
践にも活動の幅を広げ、平成31年１月には学内において子ども向けの音楽レクリエーションについて
の活動報告も行われた。
　今後は、高齢者と共に、子ども達に対する音楽レクリエーションの実践事例や実践結果も積み重
ね、それらの効果についても報告していきたい。また、学生のみならず、高齢者と子ども達が触れ合
う機会としても、音楽レクリエーションが広く活用されることを願う。
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